
又 吉  貢  議 員

不 法 投 棄 に つ い て
現 在 恩 納 村 で 不 法 投 棄 が 年 間 何 件 ある か 。  対 策 は ど の よ う に 行  っ  て い る か 。

山 田 グ ス ク に つ い て
教 育 委 員 会 で は １ ９ ９ ０ 年 か ら

村 有 地 に し た の が ど れ く ら い ある か 。

村 民 課 長

 （ 山 城

 達 也 ）

　 不 法 投 棄 は 現 在 山 田 2 件 、  南 恩 納２ 件 、  恩 納 ２ 件 、  小 規 模 で は ４ 件 発 生し て い ま す 。　 不 法 投 棄 は 林 道 沿 い や 山 林 、  農 道 沿い の 目 に つ き に く い 場 所 等 で 発 生 し 、関 係 機 関 と 連 携 し て パ ト ロ ー ル や 投 棄禁 止 の 看 板 設 置 等 を 行 っ て き ま し たが 、  管 理 の 厳 し い 場 所 へ の 投 棄 が ほ とん ど で あ り 、  投 棄 者 の 特 定 が 困 難 な こと が 現 状 で す 。  今 後 も 不 法 投 棄 対 策 を継 続 す る と と も に 、  試 験 的 に 防 犯 カ メラ の 設 置 も 検 討 し て い き た い 。

サ ス テ ナ ビ ー ミ ュ ー ジ ッ クフ ェ ス に つ い て
効 果 が あ っ た の か 。商 工 観 光 課 長

 （ 城 野

 正 和 ）

　 令 和 ６ 年 ４ ０ ３ 人 、  今 年 １ ，  ６ ９ ５ 人と 広 範 囲 に 浸 透 さ せ る に は 全 然 足 りな い

と 認 識 し て い ま す 。  集 客 力 と 影

響 力 を

高 め る た め の 新 た な 取 り 組 み

を 含 め

検 討 し て い き ま す 。

前 兼 久 漁 港 駐 車 場 に つ い て
ゲ ー ト 設 置 は い つ 頃 に な る か 、  設 置し た ら す ぐ 料 金 が 発 生 す る の か 。農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

　 ゲ ー ト の 設 置 は 令 和 ８ 年 度 中 を 目 指 して お り ま す 。  令 和 ８ 年 か ら 有 料 化 に 向 けた 取 り 組 み を 実 施 し た い と 考 え  て  い る 。

一
般 会 計 か ら 出 し て

一
気 に 発 掘

す る の も い い と 思 い ま す 。  村 長 の意 気 込 み を 聞 か せ て く だ さ い 。村 長

 （ 長 浜

 善 巳 ）

　 今 後 教 育 委 員 会 、  総 務 含 め て 調 整 しな が ら 検 討 し て い き た い 。

社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

　 山 田 グ ス ク は 山 田 集 落 の 東 南 に 位 置す る 標

高

 

９ ０メ ー ト ル の 琉 球 石 灰 岩 台 地

に 立 地 す る 。  昭

和

６ ０年 代 の 文 化 財 調 査 ま

で 、  そ の 全 容 は わ か ら な い グ ス ク で あ りま し た 。  １ ９ ８ ６ 年 か ら １ ９ ８ ８ 年 に グス ク 中 心 部 発 掘 調 査 及 び 測 量 調 査 を 実施 し た 、  グ ス ク は 東 西

約

 

３ ０メ ー ト ル 、  南

北 約 １ ６ ０ メ ー ト ル に 形 成 さ れ て お り 、野 面 積 み の 石 積 み や ７ か 所 の 平 場 が 確認 さ れ 、  平 場 に は 建 物 跡 を 確 認 し て いる 。  そ の 際 建 物 が 数 回 建 て 替 え ら れ た こと が 判 明 し て お り 、  出 土 し た 史 料 に は 、
１ ４か ら

１ ５世 紀 に 流 通 し た 諸 外 国 よ り も

た ら さ れ た 陶 磁 器 の ほ か に 、  日 常 生 活 で使 わ れ る グ ス ク 土 器 、  ほ か に も 長 崎 県 産の 石 鍋 、  日 本 製 の 武 器  ・  武 具  ・  鍛 治 を 示す も の 、  遊 戯 具  ・  銭 貨 な ど が 多 く 発 見 され て お り 、  交 易 を 中 心 に グ ス ク が 発 展 した こ と が わ か り ま し た 。

人 員 配 置 を 増 や し て

一
般 会 計 か

ら 出 せ る の で あ れ ば 、  早 期 に 発 掘は で き る と 理 解 し て い い か 。社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

　 人 材 が 配 置 で き れ ば 発 掘 に 関 わ る 業務 を 中 心 に や  っ  て い く こ と も 可 能 で す 。

社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

　 教 育 委 員 会 と し て は 、  公 有 地 化 に 向 けて 取 り 組 ん で い ま す 。  人 員 体 制 の 問 題 もあ り 、  村 内 で は 開 発 行 為 が 複 数 件 出 て おり 、  職 員 は そ の 対 応 も し な が ら グ ス ク の対 応 も し て い ま す 。  今 後 人 員 の 増 加 に  つい て も 検 討 し な け れ ば い け な い 。

前 兼 久 内 の 個 人 駐 車 場 の 解 約 の解 除 も 耳 に し た の で す が 、  村 と して ど う し て い る か 。農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

　 収 入 が 減  っ た と い う こ と で 関 係 者 の皆 様 に は 深 く お 詫 び 申 し 上 げ た い 。  次 年度 は 有 料 化 に 向 け た 取 り 組 み を 進 め る 。

社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

　
約

８ ０％ に な り ま す 。  残 り 十 数 筆 が ま だ

私 有 地 で あ り 、  公 有 地 化 に 向 け て 取 り組 ん で い き た い 。

グ ス ク の 跡 地 が

４
，  ８ ０ ０ 平 米 の

う ち 何 ％ ぐ ら い 発 掘 作 業 を 終 え てい る の か 。社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

　 公 有 地 を 中 心 に 試 掘 、  発 掘 を 実 施 させ て い た だ い て い る 。  民 有 地 は 手 が 付 けら れ な い 状 況 で あ り 、  現 在 の 状 況 は 低 い調 査 率 だ と 認 識 し て い る 。

８ ０％ ほ ぼ 村 有 地 化 さ れ て い る 、  そ
れ に 合 わ せ て 発 掘 作 業 で き な い か 。

調 査 、  現 在 ２ ０ ２ ５ 年 に な

り

 

３ ５年

が 経 過 し て お り ま す 。  こ れ ま で の成 果 を お 聞 き し ま す 。
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稲 村 雅 司  議 員

サ ン ゴ の 村 宣 言 に つ い て
各 課 の 取 り 組 み は 。

　 事 業 は 全 部

で

 

８ ７事 業 、  行 動 計 画 に

沿 っ  て 普 及 啓 発 、  教 育 、  人 材 育 成 、  環 境保 全 、  産 業 振 興 の 各 分 野 で 関 係 課 が連 携 し 取 り 組 み を 進 め て き た 。

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

新 た な 計 画 を 改 定 す る 予 定 は ある か 。

　 事 業 の 達 成 率 は

８ ３％ と な り 、  改 善 す

べ き 事 業 も 明 ら か に な  っ  て き て い る 。  次期 改 定 に 向 け 、  よ り 実 効 性 の 高 い 計 画と な る よ う に 改 定 を 検 討 し て い く 。

企 画 課 長

 （ 喜 久 山

 隆 ）

今 後 、  恩 納 村 が  「 世

界 一

サ ン ゴ と

人 に や さ し い 村 」  と し て ど の よ う な姿 を 目 指 し て い く の か 。

　 恩 納 村 は  「 サ ン ゴ の 村 宣 言 」  の 下 、教 育 や 普 及 啓 発 、  サ ン ゴ の 植 付 け 、  ま た環 境 保 全 な ど 、  行 政  ・  住 民  ・  事 業 者 が協 力 し て 取 り 組 ん で き た 。  こ れ ら の積 み 重 ね を 基 盤 に 、  今 後 は 子 供 た ち がサ ン ゴ を 誇 り に 思 う 学 び の 充 実 や 科 学的 知 見 を 生 か し た 環 境 保 全 の 強 化 に取 り 組 み 、  環 境 に 優 し い 観 光 と 産 業 の確 立 を 推 進 す る と と も に 、  恩 納 村 に訪 れ る 全 て の 人 が 、  自 然 へ の 優 し さ を実 感 で き る 村 づ く り を 目 指 し 、  名 実と も

に  「 世

界 一

サ ン ゴ と 人 に や さ し い

村 」  を 目 指 し て い く 。

村 長

 （ 長 浜

 善 巳 ）

恩 納 村 文 化 情 報 セ ン タ ー につ い て
図 書 館 、  観 光 情 報 フ ロ ア 、  多 目 的 室の 改 善 要 望 は あ が っ て い る か 。

　 恩 納 村 文 化 情 報 セ ン タ ー で は ト イ レ内 に 設 置 さ れ て い る 授 乳 室 の 設 備 や 環境 に 対 す る 改 善 要 望 、  多 目 的 室 で は 、防 虫 対 策 、  パ ソ コ ン 利 用 時 の コ ン セ ント 設 置 の 意 見 が あ る 。

社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

ト イ レ と は 別 で 授 乳 室 を 設 置 す る事 に 関 し て の 見 解 は 。

　 施 設 と 利 用 者 の 意 見 を 伺 い な が ら前 向 き に 検 討 し て い け れ ば と 考 え てい る 。

社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

図 書 館 の 人 員 配 置 強 化 が 必 要 で はな い か 。

　 施 設 の 安 全 か つ 円 滑 な 管 理 運 営 を行 う 上 で 改 善 が 必 要 で あ る と 認 識 し てい る 。  責 任 者 と な る 正 規 職 員 が １ 名体 制 で あ る 現 状 は 施 設 の 管 理 上 リ ス クが あ り 、  こ の 点 に つ い て は 現 場 か ら も懸 念 の 声 が あ が っ て い る 。  今 後 の 人 員配 置 に つ い て 、  施 設 の 果 た す べ き 役 割や 運 営 状 況 を 総 合 的 に 判 断 し 、  効 率 的か つ 安 全 な 人 員 配 置 の 在 り 方 に つ い て検 討 し て い く 。

社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

コ ン セ ン ト の 設 置 要 望 は 。

　 施 設 の 利 用 目 的 に 沿 っ  て 、  改 善 で きる 部 分 に つ い て は 改 善 し て い き た い と考 え て い る 。

社 会 教 育 課 長

 （ 仲 村

 泰 弘 ）

恩 納 村 エ コ ツ ー リ ズ ム 推 進協 議 会 に つ い て
推 進 協 議 会 の 設 立 の 背 景 は 。

マ リ ン レ ジ ャ ー 分 野 に お け る 外 国人 イ ン ス ト ラ ク タ ー の 在 留 資 格 制度 に 関 す る 実 態 調 査 、  制 度 課 題 の整 理 に 関 し て は 。

　 協 議 会 の 中 に は 県 を 含 め て 国 の 機 関で あ  っ た り 、  色 々 な 方 が 参 加 し て い る 、沖 縄 県 全 体 で 対 応 が 必 要 と 考 え る 、今 後 の 協 議 の 中 で 取 り 上 げ て 意 見 し てい き た い と 思 っ  て い る 。

商 工 観 光 課 長

 （ 城 野

 正 和 ）

海 域 で エ コ ツ ー リ ズ ム 推 進 法 を活 用 す る 事 例 は 、  全 国 初 の モ デ ルに つ な が る 重 要 な 挑 戦 で す 。  こ の取 り 組 み を 実 り の あ る 形 と し てぜ ひ と も 実 現 し て い た だ き た い 。

　 恩 納 村 の 観 光 に お い て 、  マ リ ン レジ ャ ー は 重 要 な コ ン テ ン ツ

の 一

つ で あ

る
。  一

方 で 、  利 用 者 が 集 中 す る 真 栄 田

岬 は 許 容 量 を 超 え る 利 用 者 が 訪 れ るこ と に よ る 環 境 負 荷 や 地 域 へ の 負 荷 、ま た 安 全 面 の 問 題 等 の 弊 害 が 懸 念 され て い る 。  持 続 可 能 な 観 光 地 域 づ く りを 実 現 す る た め に は 地 域 の あ る べ き 姿を イ メ ー ジ し 、  地 域 の 実 情 に 応 じ た 具体 策 を 講 じ る 必 要 が あ る こ と が 設 立の 背 景 と な  っ  て い る 。

村 長

 （ 長 浜
 善 巳 ）
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